


 
清水寺の仁王門を裏からみたところなんですが、

京都盆地が一望出来る、、、というより

ジャンプ台のように立っているので、恐いです。



 
この着物のレンタル、ヘアメイクつきで¥4,000弱から。

安いと思うんですがどうでしょうか。

 
こういう割と派手ーな柄をお召しの方は、近くに行くと

外国語を話されていることが多かったです。



 
ひな壇に上がって記念撮影って、もう何十年前の事かなあ。

どこかの中学？

京都では、セーラー服も詰め襟も、殆ど絶滅しました。



 
彼ら、結構長い間ここで笑ってるんです。

２ページ前にも写っています。

何をしに来たんでしょうか。

 



 
清水寺あたりはたどり着くまで坂。

行ってからも坂。

どこもかしこも坂。

です。

 
ローヒールな靴がよいです。



 
かなり混んできました。



 
美味しい？　何味？

 



 
この着物を着ているカップルは、

中国からこられたようです。

 
着物の柄の縫い合わせがめちゃくちゃですけど、

面白い柄ですね。

男性の方はシックでいいと思います。



 
ますます混んできました。

11:40ごろです。



 
これ面白い。

胡瓜のレモン漬けとか書いてありました。

こんなの誰が考えるんでしょうねぇ。

 
カッパが好きそうです。



 
やっぱ、サングラスは必需品すか。



 
清水坂から一本南に茶わん坂というのがあります。

こんな感じで、陶器を売っている店が軒をつらねています。

 
かつてはこの五条坂の辺りに京焼きの窯が集まっていたんですが、

宅地化がすすんだため、防火のために山科の方に集団で移転しています。

 
なので、清水焼というのは、今はブランド名だけとなってしまいました。



 
そろそろ戻ることにしました。産寧坂の途中あたり。

ここは、七味屋さんの店先だったと思います。

 
好みに合わせて調合してくれます。

この方、店の前で固まっていました。

 
わたくしは、もっぱら原了郭の黒七味を使っています。

 





 
八坂の塔から東大路通りに抜けて行く坂道です。

とにかく坂ばっかりなので、道を間違えると

降りた坂をまた登らないといけなくなる、という

難儀な場所では有ります。





 
、、、って、どんな食べ物やねん！

 
フレンチトーストの上に桜餅が乗ってるだけとか、、、

そんなことはないか。あんこははいってるの？

かわりアンパン？

 





 
通称ねねの道から高台寺へ上がっていく石段

 
お寺の前が長い石段になっていて、両側が樹木で覆われている

のには理由があります。

 
石段は概して登りやすくは作られていません。

畢竟足下を見ながら、無言で登り続けることになります。

次第に無心の境地に近づいたところで、登りきったところは

パッと視界が開け、明るい日の光が目に入ってくる。

 
暗闇の中に光を見つける。悟りを得る心地がする。

そう作られているのだそうです。

 
一度登るだけの、俄信心では無理でしょうけど。



 
円山公園から祇園八坂界隈の東山一帯で

花燈籠というイベントが行われているのですが、

夜は灯籠、昼は生け花がそこここに飾られています。

 
”なんとか流”の家元が、面子をかけてやってはるんでしょうね。

奇麗ですけど、ちょっとこわー。京都やからなあ。



 
うーん、足下が残念。





 
長楽館　もとはタバコ王の豪邸だったんですが、

今はカフェ・レストランになっています。



 
ここは１回しか入った事ありあません。

 
高いんです。

 



 
製作中

もちろんお弟子さんやらが何人かついて。

 
ちょっと見ていたんですが、ばっつんばっつん刈り込んで

いかはるので驚きました。





 
風に揺れる柳の新芽

八坂界隈はここまで。
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